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345 イ ン バ ー タ式X 線高電圧装置（X）UDI50L −30／B −30の 開発
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【目的】1980年代に本格的 に製品化さ れたイ ン バ
ー

タ式X 線装置は，そ の 後大電力用半導体素子の 技術革新 や 制御技術 の 進歩 に

伴 い
，

よ り高精度化 ，
よ り高周波化 ，

よ り低 リ ッ プ ル 化 の 道 を辿 っ て きた．今 回 ， 当社 は 最高周波数 50kHzの イ ン バ ータ式X

線高電圧装置を開発 したの で ，そ の概 要と特長に つ い て報告す る．

【方法】本 イ ン バ ータ式X 線 高電 圧 装置 （X ）UD150L −30／B −30に は
， 低損失 で 高周波化 に 有利 な 直列共新 型 イ ン バ ータ 回路 を採

用 し，制御方式は最高周波数50kHzの周波数可変式とした．イン バ
ー

タ周波数は，高圧 ケ
ー

ブル の 浮遊容量 に よる管電圧 に対

す る 平滑作用が 十分 な軽負荷 の と き は周波数 を 低 く抑 え
， 高負荷 の と き は周波数 を上 げて 管電 圧 リ ッ プ ル の 増加 を抑え る よ う

制御 して い る．また，高圧 トラ ン ス の 二 次側 に 高圧 コ ン デ ン サを使用 して い ない ため，管電圧 の 立 ち上が りお よび 立 ち下が り

が素早い ．

【結果】 
一

般撮影用装置 として定格出力がそれぞれ50kW180kW の UD150L −30／B −30を製品化 した．また ，
　 X線 テ レ ビ用装置

と して ，同 じ くXUD150L −30／B −30を製品化 し た．制御 コ ン ソ
ール に見やすい 大型EL 表示器お よ び フ ェ ザ

ー
タ ッ チ で操作で き

る 光学式 タ ッ チ パ ネ ル を採用 し，操作性 の 向上 を図 っ た．  管電圧 の リ ッ プ ル は
， 管電流 100mA 以 上 の 領域 に お い て 3．5kV

以下 に抑えられ た．  Fig．3に示す管電圧波形（100kV ，800mA ，　 lms ）で は，立 ち上が り ・立 ち下 が り時間共に0，3msで あ り，

高精度 の 極短時間撮影が 可能 と なっ た．
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